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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月5日(2008.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　以下：
(i) ＭＴＢ３９抗原（配列番号１２または配列番号１４）もしくは該ＭＴＢ３９抗原と少
なくとも90％の同一性を有するＭＴＢ３９抗原の変異体またはそれらの免疫原性フラグメ
ント；および
(ii) ＭＴＢ３２Ａ抗原（配列番号２または配列番号４）もしくは該ＭＴＢ３２Ａ抗原と
少なくとも90％の同一性を有するＭＴＢ３２Ａ抗原の変異体またはそれらの免疫原性フラ
グメント、を含む融合ポリペプチドであって、該ＭＴＢ３２Ａ抗原もしくはその該変異体
またはそれらの該免疫原性フラグメントが、別のアミノ酸によって置換されている、配列
番号４の１８３位のアミノ酸または配列番号２の２０８位のアミノ酸に対応するセリン残
基を含むことを特徴とする、融合ポリペプチド。
　　【請求項２】　ＭＴＢ３２Ａ抗原（配列番号２または配列番号４）のＮ末端から少な
くとも１９５のアミノ酸を含むか、それと少なくとも90％の同一性を有する該ＭＴＢ３２
Ａ抗原の変異体を含む、請求項１に記載の融合ポリペプチド。
　　【請求項３】　配列番号４の１８３位のアミノ酸または配列番号２の２０８位のアミ
ノ酸に対応するセリン残基が、アラニンによって置換されている、請求項１または２に記
載の融合ポリペプチド。
　　【請求項４】　ＭＴＢ３２Ａ抗原（配列番号２または配列番号４）のＣ末端から少な
くとも１３２のアミノ酸を含むポリペプチドまたはそれと少なくとも90％の同一性を有す
るMTB32A抗原の変異体をさらに含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の融合ポリペプ
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チド。
　　【請求項５】　前記抗原が化学的リンカーを介して共有結合される、請求項１～４の
いずれか１項に記載の融合ポリペプチド。
　　【請求項６】　前記化学的リンカーがアミノ酸リンカーである、請求項５に記載の融
合ポリペプチド。
　　【請求項７】　前記融合ポリペプチドが、ＭＴＢ７２ＦＭｕｔＳＡのアミノ酸配列（
配列番号１８）を含む、請求項６に記載の融合ポリペプチド。
　　【請求項８】　Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ種由来の少なくとも１つのさらなる異種
ポリペプチドをさらに含む、請求項７に記載の融合ポリペプチド。
　　【請求項９】　さらなる抗原が、ＭＴＢ８．４抗原（配列番号２２）、ＭＴＢ９．８
抗原（配列番号２４）、ＭＴＢ９．９抗原（配列番号２７）、ＭＴＢ４０抗原（配列番号
２９）、ＭＴＢ４１抗原（配列番号３１）、３８－１（配列番号３５）、ＴｂＲａ３（配
列番号３７）、３８ｋＤ（配列番号３９）、ＤＰＥＰ（配列番号４１）、ＴｂＨ４（配列
番号４３）、ＤＰＰＤ（配列番号４５）、Ｅｒｄ１４、ＥＳＡＴ－６抗原（配列番号３３
）、ＭＴＢ８５複合体抗原もしくはα－クリスタリン抗原、またはそれらの免疫原性フラ
グメントからなる群より選択される、請求項８に記載の融合ポリペプチド。
　　【請求項１０】　前記融合ポリペプチドが、ＭＴＢ７２ＦＭｕｔＳＡのアミノ酸配列
（配列番号１８）を有する、請求項７に記載の融合ポリペプチド。
　　【請求項１１】　アジュバントをさらに含有する、請求項１～１０のいずれか１項に
記載の融合ポリペプチドを含むワクチン組成物。
　　【請求項１２】　前記アジュバントがＱＳ２１およびＭＰＬを含む、請求項１１に記
載のワクチン組成物。
　　【請求項１３】　前記アジュバントが、ＡＳ２、ＥＮＨＡＮＺＹＮ、ＭＰＬ、３Ｄ－
ＭＰＬ、ＩＦＡ、ＱＳ２１、ＣＷＳ、ＴＤＭ、ＡＧＰ、ＣＰＧ、Ｌｅｉｆ、サポニン、お
よびサポニン模倣物からなる群より選択される、請求項１１に記載のワクチン組成物。
　　【請求項１４】　請求項１～１０のいずれか１項に記載の融合ポリペプチドをコード
するポリヌクレオチド。
　　【請求項１５】　ＭＴＢ７２ＦＭｕｔＳＡ（配列番号１８）をコードする、請求項１
４に記載のポリヌクレオチド。
　　【請求項１６】　配列番号１７に示される配列を含む、請求項１５に記載のポリヌク
レオチド。
　　【請求項１７】　薬剤として使用するための請求項１～１０のいずれか１項に記載の
融合ポリペプチド。
　　【請求項１８】　薬剤として使用するための請求項１４～１６のいずれか１項に記載
のポリヌクレオチド。
　　【請求項１９】　哺乳動物において免疫応答を誘発するための医薬の製造における、
請求項１～１０のいずれか１項に記載の融合ポリペプチドの使用。
　　【請求項２０】　哺乳動物において免疫応答を誘発するための医薬の製造における、
請求項１４～１６のいずれか１項に記載のポリヌクレオチドの使用。
　　【請求項２１】　請求項１～１０のいずれか１項に記載の融合ポリペプチドをその細
胞表面上に発現するか、該ポリペプチドを分泌する細菌を含む細菌送達系。
　　【請求項２２】　細菌がＢａｃｉｌｌｕｓ－Ｃａｌｍｅｔｔｅ－Ｇｕｅｒｒｉｎであ
る、請求項２１に記載の細菌送達系。
　　【請求項２３】　適当な宿主細胞においてポリペプチドの発現を導く組換えＤＮＡ分
子における請求項１～１０のいずれか１項に記載のポリペプチドをコードするポリヌクレ
オチドの使用。
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